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公益社団法人出水郡医師会 
令和 7 年度 第 5回定例理事会議事録 

 

開催日時：令和 7 年 8 月 12 日（火）19:30～20:08 

開催場所：出水郡医師会会議室 

理事現在数及び定足数：現在数 11 名、定足数 11 名 

出席者：理事 11 名 

[本人出席] 來仙隆洋、黒木康文、中村直英、朝倉孝弘、永松省三、新冨義侯、 

辺木文平、吉井治美、内匠拓朗、山本正昭、原 善根  

[監事出席] 髙野卓二 

[事務部]  尾上博美、新藏光明、原田あかり 

議 事： 

<報告事項> 

  1. 会報編集委員会(7/1) 

2. 令和7年度全国医師会産業医部会連絡協議会(7/3) 

3. 九州地区医師会立共同利用施設連絡協議会(7/5) 

4. 出水・川薩保健医療圏 出水郡・川内市・薩摩郡医師会と県医師会執行部並びに 

市町村行政等との現地懇談会(7/16) 

5. 令和 7 年度第 1 回出水市地域包括支援センター運営協議会(7/24) 

6. 令和7年度第1回出水市病院事業運営委員会(7/29) 

7. 鹿児島県医師国民健康保険組合第148回臨時組合会（7/30） 

8. 准看護学校 

9. 附属阿久根看護学校 

10. 広域医療センター 

11. 第二病院 
12. 各支部報告 
13. 県理事報告 

14. その他  

 

<承認事項> 

1. 会員の入会について 

2. 共催・後援依頼について 

3. 鹿児島県職員の長時間労働による健康障害防止のための面接指導医師の推薦 

について 

  4. 鹿児島県職員ストレスチェック面接指導医師の推薦について 

  5. 阿久根市地域福祉計画策定委員会委員の推薦について 

  6. その他 

 

<協議事項> 

1. 郡市医師会救急・災害医療担当理事並びに自治体防災・災害医療等担当者連絡協議会 

2. かごしまドクター便りの原稿執筆者推薦について 

3. 鹿児島県医師会報へのご寄稿について 

4. 安定ヨウ素剤事前配布説明会への医師派遣について 

5. その他 

 

添付資料 

 資料 1 広域医療センター運営状況報告 

資料 2 第二病院理事会報告 



 2

資料 3 かごしまドクター便りの原稿執筆者推薦 

資料 4 鹿児島県医師会報へのご寄稿 

 

別添資料 県理事報告資料 

 

《報告事項》 

1. 会報編集委員会 中 村 副 会 長 

 令和 7 年 7 月 1 日（火）医師会会議室で開催された。 

夏号の校正及び秋号の編集方針について協議。秋号の巻頭言は、出水郡歯科医師会会長

杉山光喜先生にお願いすることとなった。 

 

2. 令和7年度全国医師会産業医部会連絡協議会 朝 倉 理 事 

 令和７年７月 3 日（木）日本医師会館 大講堂にて開催され WEB にて参加。 

【テーマ】 

 「メンタルヘルス対応能力向上のための産業医支援」 

【報告事項】 

 １：中央情勢報告  厚労省 労働基準局安全衛生部労働衛生課長 佐々木 孝治 

＊ストレスチェック・・50 人未満の事業所でも実施義務（3 年間猶予） 

＊一般健康診断・・女性特有の問診票（月経困難症等） 

＊熱中症対策・・・R7/6/1～ 

＊小規模事業場向け産業医活動支援モデル事業 30～49 人の事業場に産業医を紹介 

【シンポジウム】 

 １：学会の取り組み        産業医大教授     江口 尚 

 ２：産業保健関係団体の取り組み  日本精神科産業医協会代表理事 渡辺 洋一郎 

 ３：産業医研修会を通じた取り組み 千葉産業保健総合支援センター相談員 山内 直人 

【最近の活動報告】 

 １：佐賀県医師会産業医部会の取り組み 佐賀県医師会副会長 森永 幸二 

 

3. 九州地区医師会立共同利用施設連絡協議会 來 仙 会 長 

 令和７年７月５日（土）・６日（日）ホテルニューオータニ博多で開催された。 

7 月 5 日(14:30～18:00) 

各部門管理者会（医師会病院部門） 

第 1 分科会（医師会病院部門）  

7 月 6 日(9:00～11:10) 

特別講演Ⅰ 

演題「医療を取り巻く最近の動向と日本医師会（仮）」 

講師 日本医師会 会長 松本 吉郎先生 

特別講演Ⅱ 

演題「豊臣政権と九州」 

講師 福岡市博物館 総館長 中野 等先生 

 

4. 出水・川薩保健医療圏 出水郡・川内市・薩摩郡医師会と県医師会執行部並び
に市町村行政等との現地懇談会 

來 仙 会 長 

 令和 7 年 7 月 16 日（水）ホテルオートリで開催された。 

懇談  

１）新たな地域医療構想（医療と介護の連携）について 
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   北薩には、出水郡・川内市・薩摩郡の 3 つの医師会があり、地域医療連携推進 

法人のように連携を取ることが可能であれば、救急隊の出動は、境界を越えて活 

発に動いて頂きたい旨で質問を行った。  

 ２）病院の統合・集約化について 

内匠理事より出水地域の 2 つの中核病院を 1 つに統合すること本格的に考える 

必要があるのではないかという議題を提出した。 

３）医療施設間の連携について 

その他 

 

5. 令和 7 年度第 1 回出水市地域包括支援センター運営協議会 中 村 副 会 長 

  令和 7 年 7 月 24 日（木）出水市役所多目的ホールで開催された。 

議 事 

１）令和 6 年度出水市地域包括支援センターの運営について 

   権利擁護業務の中の相談で成年後見・サービス利用支援・消費生活問題・ 

その他金銭管理など、高齢者虐待等の相談があったが、高齢者虐待の相談が 

7 割を越えており相談の主なものである。高齢者虐待については、権利侵害 

  の対象となりやすい高齢者が自らの権利主張・権利行使が出来ない状況にあ 

る高齢者に対して権利侵害の予防や権利行使の支援を行う事を目的として、 

相談先の周知としては広報活動を継続していくこと。令和 5 年・6 年度は、 

「広報いずみ」の活用やチラシの配布、1,000 枚以上となり、相談数の増加が 

影響して増えていると思われる。 

 ２）令和 7 年度出水市地域包括支援センター事業実施方針及び計画について 

    計画としては、「広報いずみ」、出水市公式ライン、認知症サポート養成講 

座、いずみこけん塾などの通いの場を活用して権利擁護に関する相談窓口の 

周知を継続して行う。 

    高齢者の訪問員の数が出水 3 名、高尾野 1 名、野田 1 名の計 5 名で行って 

おり、絶対数が足りていない。手が足りていないので、増やせないかとの意 

見があり、今後検討することとなった。在宅介護支援センター等の他のサー 

ビスの利用も検討して対応していったらどうかとの意見もあった。    

 ３）認知症初期集中チームについて 

その他 

 

6. 令和7年度第1回出水市病院事業運営委員会 來 仙 会 長 

 令和 7 年 7 月 29 日（火）出水総合医療センター2 階講堂で開催された。 

議 事 

 １）はじめに（前回の振り返り） 

 ２）令和 6 年度出水市病院事業会計決算概要について 

    補助金が 6 億円位投入されているが、4 億円位の赤字になりそうだ。現金 

の預貯金が 10 億円位しかなく、2・3 年踏ん張って実績を上げたいとのこと 

である。 

 ３）令和 7 年度出水市病院事業会計予算について 

 ４）出水総合医療センター将来ビジョンについて 

    10 年以内の 170 床から 200 床で建て替えを考えておられる。意見を求めら 

れたので、広域医療センターの院長は、2 つを 1 つに集約することを考えれ 

いる。あと、2・3 年後には、高速道路も開通するため水俣総合医療センター 
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の考えも考慮して地域全体で話し合いをして慎重に進めていただきたいと回 

答した。また、外来の依存度が高いため、国の施策を考えると外来依存度に 

ついても検討した方がいい旨、意見を述べた。 

 ５）出水市病院経営強化プランの指標（令和 6 年度実績）について 

 ６）本年度上半期の取組について 

 ７）次年度に向けた提案等について 

その他 

 

7. 鹿児島県医師国民健康保険組合第148回臨時組合会 中 村 副 会 長 

  令和 7 年 7 月 30 日（水）鹿児島県医師会館 3 階中ホールで開催された。 

議 事 

第 1 号議案 令和 6 年度鹿児島県医師国民健康保険組合事業報告の承認について 

第 2 号議案 令和 6 年度鹿児島県医師国民健康保険組合一般会計歳入歳出予算の 

補正について 

第 3 号議案 令和 6 年度鹿児島県医師国民健康保険組合一般会計歳入歳出決算 

について 

第 4 号議案 令和 6 年度鹿児島県医師国民健康保険組合一般会計歳入歳出決算 

剰余金の処分について 

第 5 号議案 令和 6 年度鹿児島県医師国民健康保険組合退職積立金特別会計歳入 

歳出決算について 

第 6 号議案 令和 6 年度鹿児島県医師国民健康保険組合退職積立金特別会計歳入 

       歳出決算剰余金の処分について 

（監査報告） 

 被保険者の数が全体的に 20 名程減少した。医師組合員が 14 名程、家族が 13 名程 

少なくなっている。従業員が 4 名増えている。決算額については、4 億円程の余剰

金が残った。100 万円を超える高額医療費が増えてくると財政が厳しくなる。今年

は、8,900 万円で 1 億弱であったので、今のところ回せている状況である。 

 

8. 准看護学校 新 冨 理 事 

 １）7 月 9 日(水)：献血（職員 1 名＋学生 2 名 計 3 名献血協力） 

２）7 月 11 日(金)：前期実習終了(補習実習対象者なし) 

３）7 月 19 日(土)：阿久根看護学校のオープンキャンパス参加 

４）7 月 22 日(火)：終業式 

５）7 月 22 日(火)：教務主任養成夏季研修開始(神川) 

６）8 月 4 日(月)：職員健康診断開始(広域医療センター) 

今後の予定 

１）8 月 20 日(水)：始業式 

２）8 月 25 日(月)：後期臨地実習開始 

３）8 月 29 日(金)：看護師等養成所教務主任等会議 

 日本赤十字社センター開催 1 名(高口)参加 

４）9 月 3 日～4 日：戴帽式試験実施 

令和 7 年度 学生総数 （令和 7 年 8 月 1 日現在） 

 １年生 ２年生 合計 

学生数 
８名 

(内１名休学) 
８名 １６名 

(内１名休学) 
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9. 附属阿久根看護学校 内 匠 理 事 

 １）R7．7 月 

  7 月 19 日(土) 第 1 回オープンキャンパス 9:00～12:10 参加者 11 名 

・出水准看護学校 8 名 

・人吉球磨准看護学院 2 名・八代看護学校 1 名 

7 月 28 日(月) 1 年生夏休み（8/24 まで） 

7 月 29 日(火) 2 年生夏休み（8/25 まで） 

２）今後の予定について 

  8 月 8 日(金) 第 1 回夜間説明会  17:50～19:30 参加申込者 2 名 

         ・人吉球磨准看護学院１名 ・神村学園（通信）1 名 

  8 月 9 日(土) 第 2 回オープンキャンパス   9:00～12:10 

         参加申込者 2 名 ・神村学園（通信）2 名 

  8 月 9 日(土) 第 2 回夜間説明会  17:50～19:30 

  8 月 24 日(日) 第 56 回中四九地区医師会看護学校協議会 10:05～16:00 

         開催場所 大牟田医師会看護専門学校（オンライン配信） 

  10 月 22 日(水) 推薦・社会人入学試験 

  10 月 27 日(月) 第 2 回運営委員会 

３）学生の状況（8 月 1 日時点） 
 １年生 ２年生 ３年生 合計 

学生数 １４名 １９名 ９名 ４２名 

    ※科目履修生が１年生１名、２年生１名含む 

 

10. 広域医療センター 内 匠 理 事 

 別添［資料１］参照 

１）7 月の状況について 

外来患者平均 140 人/日、入院患者については、一般病棟平均 113 人/日、

回復リハ病棟 平均 37 人/日、地域包括ケア病棟 平均 20 人/日、緩和ケア病

棟 平均 6 人/日の合計 176 人/日で前月より 10 名増、手術件数 109 件で前月

より 2 件増であった。 

7 月の診療実績は、外来 74,066 千円（前年対比 89.4％）、入院 312,996 千

円（前年対比 98.6%）で、合計 387,062 千円（前年対比 96.7％）となり前月

約 11,300 千円の増収であった。 

特別・個室利用状況は 87.4％の利用率であった。 

また、急性期一般入院基本料 2 の要件 

・平均在院日数 14.9 日(21 日以内)   

・重症度、医療・看護必要度 23.9% (21%以上) 

 

11. 第二病院 朝 倉 理 事 

 別添〔資料２]参照 

7 月の平均患者数は、医療病棟 50.9 人(稼働率 89.3%)、介護医療院 67.3 人(稼働

率 96.1%)になっており、全患者数は 118.3 人(稼働率 93.1%)で推移した。 

また、延べ患者数は医療病棟で 1,579 人（前月対比 100.6%）、介護医療院で 2,087

人（前月対比 105.1%）になった。 

 診療報酬は、概算ではあるが医療病棟で 35,505 千円、介護医療院で約 38,002 千

円、合計 73,507 千円（前月対比 102.8%）を予想する。 

 一日平均患者数は前月並みで推移した。医療病棟で介護職のマンパワー不足が生
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じ、補充が急務な状況である。派遣会社や職業紹介所等を通じて早期に解消し、速

やかな入院受入れを目指したい。 

 

12. 各支部報告 山 本 理 事 

原  理 事 

 出水支部: 理事会報告を行った。 

 

 阿久根･ 

長島支部: 

 

理事会報告を行った。 

 

13. 県理事報告 黒 木 県 理 事 

 １）日本医師会代議員会 

1970 年代と比べ出生数が 65％減少している。 

小児周産期医療に対する財政支援を国に要望している。 

鹿児島県は全国で一番低い周産期医療状態である。 

２）産業医部会連絡協議会 

令和 9 年 3 月より従業員 50 人未満の事業所に対してもストレスチェック 

が義務付けられる。全国で約 325 万。別添資料 

 ストレスチェックの始まりや効果について質問が出た。 

３）薬剤師会多職種連携 

災害時のフォーミュラリーの構築が提言された。 

今後は平常時の処方にも導入されることが考えられる。 

 ４）8 月鹿児島県医師会報 

巻頭言に現在の鹿児島県の NICU の状態が詳細に記載されていますので、 

ご一読ください。 

 

14. その他  

  １）会員の異動について（令和７年７月１日付） 

氏名 会員種別 支部 医療機関 異動内容 

古郷
こきょう

 米
よね

次郎
じ ろ う

 Ｃ 阿久根支部 内山病院 管理者交代 

古郷
こきょう

 修
しゅう

一郎
いちろう

 Ａ 阿久根支部 内山病院 管理者交代 B2 よりＡへ 

 

 

 

 

《承認事項》 

1. 会員の入会について 

 

入会（令和７年７月１６日付） 

氏名 会員種別 支部 医療機関 主な診療科 生年月日 

山 筋
や ま す じ

章
あ き

博
ひ ろ

 B2 阿久根支部 内山病院 消化器内科 S59.10.5 

 

承認。 
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2. 共催・後援依頼について 

 

〇 出水郡医師会学術講演会 

日程 令和７年１０月７日（火）19:00～20:00 

会場 Ｗｅｂ講演会 

内容 講演:「心不全発症・進展防止を見据えた糖尿病治療戦略 

-SGLT2 阻害薬の可能性に迫る-」 

講師：中部電力株式会社 全社総括産業医・健康管理室室長 柴田 玲先生 

日程 令和７年１１月７日（金）19:00～20:00 

会場 ホテル泉國邸（Web 併用） 

内容 講演:「心房細動治療と脳卒中の予防について（仮）」 

講師：出水総合医療センター 循環器内科 部長 山下
やました

 素
もと

樹
き

先生 

講演:「脳卒中診療の現状と課題（仮）」 

講師：福岡大学医学部 脳神経外科 教授 安部
あ べ

 洋
ひろし

先生 

 
承認。 

 

3. 鹿児島県職員の長時間労働による健康障害防止のための面接指導医師の推薦について 

 

標記の件、鹿児島県総務部総務事務センター長より鹿児島県医師会を通じて推薦依頼

が来ており、現員の新冨義侯理事にご依頼しご快諾を頂いておりますので、ご承認頂き

たい。 

 

承認。 

 

4. 鹿児島県職員ストレスチェック面接指導医師の推薦について 

 

標記の件、鹿児島県総務部総務事務センター長より鹿児島県医師会を通じて推薦依頼

が来ており、現員の出水病院院長今村圭介先生にご依頼しご快諾を頂いておりますの

で、ご承認頂きたい。 

 

承認。 

 

5. 阿久根市地域福祉計画策定委員会委員の推薦について 

 

標記の件、阿久根市より、委員の推薦依頼があり、現委員が広域医療センター前院長
今村博先生であったことから、現院長内匠拓郎先生にお願いし、ご快諾を頂いておりま
すので、ご承認頂きたい。尚、提出期限が 7 月 14 日（月）だったことより、事後承認と
なります。 

 

承認。 

 

6. その他 

 
 
 

《協議事項》 

1. 郡市医師会救急・災害医療担当理事並びに自治体防災・災害医療等担当者連絡協議会 

 標記の件、鹿児島県医師会より、郡市医師会救急・災害医療担当理事並びに鹿児島県

や市町村の防災・災害医療等担当者と連携を深め、本県の災害医療の体制整備を推進す

ることを目的に標記協議会を下記のとおり開催し、担当理事の出席並びに本協議会への

提案事項などの回答依頼があったので、ご協議願いたい。 
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              記 

日時：令和７年９月１９日（金）18 時 30 分～20 時 00 分 

開催方法：Zoom によるオンライン開催 

内容：１）広域災害救急医療情報システム(新 EMIS)の活用、入力訓練の結果について 

２）鹿児島県医師会主催 JMAT 研修の開催について 

３）市町村と郡市医師会が連携した災害訓練等について 

４）意見交換「本県の災害医療への体制整備に向けて（仮）」 

５）その他 

 

救急担当理事の内匠理事と辺木理事を推薦、提案事項は、一任することで了承。 

 

2. かごしまドクター便りの原稿執筆者推薦について 

 

別添［資料３］参照 

標記の件、鹿児島県医師会では、疾病や治療法等について医療現場のエピソードを交

えて広く一般の方々に分かりやすく説明することを目的として、毎月第３水曜日の南日

本新聞紙上に「かごしまドクター便り」を連載して、執筆者は、これまで県医師会役員

や鹿児島大学医学部の先生方等を中心にご依頼しているところですが、令和 5 年 3 月以

降の掲載分については、郡市医師会の役員の先生方にも広くご執筆を賜ることとなり、

執筆者の推薦依頼が来ておりますので、ご協議願いたい。 

1．テーマ 疾病や治療法等について医療現場のエピソードを交えて一般の方々に 

      分かりやすい記事をご寄稿いただきたく存じます。 

2．文字数 800 字 ※肩書き、「◆第３水曜掲載。」の文言を含む 

3．顔写真 1 枚 

 

前回は、令和 4 年 11 月の理事会において、中村副会長を推薦することで了承された

が、翌日、今村理事より連絡があり、投稿を希望されたため、中村副会長と協議の上、

今村理事を推薦することとなった。 

なお、今回は、執筆者の推薦のみで、掲載月及び締切日等につきましては、後日改め

て連絡があるとのことである。 

 

内匠理事に一任。 

 

3. 鹿児島県医師会報へのご寄稿について 

 

別添［資料４］参照 

標記の件、鹿児島県医師会より別紙のとおり、執筆依頼が来ておりますので、ご協議

願いたい。 

 

救急週間行事を行わない為、辞退することで了承。 

 

4. 安定ヨウ素剤事前配布説明会への医師派遣について 

 

標記の件、鹿児島県保健福祉部長より、医師（各地区１名）の派遣依頼が来ておりま

すので、ご協議願いたい。 

                   記 

 １．日時及び場所 

   １）出水地区  令和 7 年 10 月 25 日（土）午後 2 時より午後 4 時  

           高尾野農村環境改善センター（出水市高尾野町大久保 149-1）           

   ２）阿久根地区 令和 7 年 10 月 18 日（土）午後 2 時より午後 4 時 
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           阿久根市民交流ｾﾝﾀｰ 風ﾃﾗｽあくね（阿久根市塩鶴町 2-2）           

 ２．派遣医師の旅費及び謝金 

   １）旅費  県の旅費規程に基づき支払い 

   ２）謝金  日額 14,150 円 

 ３．派遣医師の役割 

   ・事前配布説明会において、安定ヨウ素剤（ヨウ素成分）に対する服用不適切 

   （禁忌）や慎重投与が疑われる住民への安定ヨウ素剤服用に関する医療相談 

   ・必要に応じて、かかりつけ医等への受診勧奨を行う 

   （禁忌・慎重投与者：甲状腺機能異常症、腎機能障害、先天性筋硬直症、高カ 

   リウム血症等 

 

阿久根地区は、内匠理事、出水地区は、支部会で検討の為、山本理事に一任。 

 

5. その他 

  

 

令和 7 年 8 月 12 日 

（出席された理事・監事全員にご署名・押印いただくこと

になります。） 

 会 長 ㊞ 

 副 会 長 ㊞ 

 副 会 長 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 理 事 ㊞ 

 監 事 ㊞ 

次回理事会 … 令和 ７年 ９月 ９日（火）１９：３０～ 予定 


